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発表資料 河本英夫 
神経現虫学リハピリ子ーシヨン研究セン9一軍津大学 基礎的事項1
宣言配憧それとして忽起し取り出せる但憧.意恨の対象とはり.飢分的
に倉援の割聞がかかるElI
.球記憧.エピソード配幡、骨記憧(ゲーテ‘寺図貧富.カワモト).量蝿に
遂行的記憶 よる理起的剖象と怒り.坦起しないという遺択厳がある.原初の匡別は‘
初認再f構11成認，(感包触憧)そ、二次的E闘は、煩似1陽園似、三次的区別f氏想起像
• 
の のものの湾総帽化を行うことができる. 
非宜冨記憶(Ill梅)何かのきっかけで起動し、ーまとまりの行おが作動し
輔ける.そのつど現に作動する記憶であり.軍帽による置叙肢がほとん
どf伝い.値闘の直後像を非宣冨記憶だとする見解もある.作動するE憧
の単位があり、ぞれのまとまりを途中で停立すると.過度の緊娠が幽る.
2014/12/13 E憾の樋能量録、保存、呼び出し.畳録保存障害(健E.非lt揖.捜失}、呼び出し陣書{坦起陣容)
東洋大学文学部哲学科
複1恕陣曹:過去に行ったことのある省所を盟起して‘間違い本〈そこに
行ったことがあると盟起できても、実聞にその繍所に行〈と、初めてだと
商事実害 雷う畢触がある.
基礎的事項2 非宣言記憶
弊宜冨包憶のうち、運動や動作想、起働のきさ(思い考にす具る志こるとモ.ー 計ド算とすなるるこ.と)‘身 過去の激思した禍福を思い起ニしたとき、甚情はその織で作動するので
体向車{感抽}‘情動・畢情1志、 . ‘非宜冨記憧である.それを冨E量的にE通することl忠実障に抽象があ
眼前の風雪止のうち.どこまでが知覚でどこまでが配値に宜えられている る.感情叩作動には、それが動いていることの感触{感じ取り)がある.畢
かを巴期することができ怨い.今実行されている行為の本かで.どこまで 烈に揺ったのか、ほどほどに思ったのか、小さ〈軍ったのかはおのずと畢
が配値に支えられているかを区別することができ本い.(事象の怠かで配 じ取られている.この畢じ取りが畢情の作動への飼聾健カと依る.過去
憶をa民生禽で取り出すことはできた五い)にもかかわらずすべての行おや盟 の感情の坦起にさいして.言語的配置は、作動している密情に陣聞を開
知に伴っている.随伴的固有舗織である. 雪、個益の帽を大き〈する.
配憾の富閣は.ダムに水が置まるよう若手ものでは拡い.配憶の呼び出し 作動のさ名よかでの11触の11じ取りは、それとして記憶され‘I!!触として盟
/1.保存されているものを呼び出して使tというニとではない.想起は、 起することもできる.畢情にかかわる富田的記述は.I!!t宵の勘き普遍働
そのつど湾組組化をともなう.畢備の理組にさいして.同時に過去の畢 して(カップリング}再組健化し 調艶能力の喝所を聞き.気づ舎を酔細に
怖が作動する.思りの哩起!主、再度今障るのである.そのとき今進行し 区分していく.
ている感情由周辺白濁面について冨罰的語りを場入ずる.それによって 動作不全の帽合でも動作の感触は残っており.しかもこの畢触と陣害後
感情{およびそのイト舞が金活宿用直し)たを.包と瞳こ(ろ自で己なuぜm局)す面れがば変.わ経る臓ののか局.面が置 の動作には封応聞係が忽い.11触は想起できても、どうすること怨のか
わることをフロ わからない.
動作1 動作2
動の作さだのよか踏の要気務づ/1.き{1{5}身}触体貫行性a島感、覚(2知}副覚作、品t(96向}動緊感作張、に、(3{か7)身)か倹体わ不力快る畢イ.1自(4然)動不作自 (3)カがこもっているかこもっていないかの畢じ限りであり‘平面から陪匝に移行するさいには、おのずとカの踊め方が興怠る.階段にも高さの違
燃色(8)環境箆知的要素等々から九よる.(9)動作 るイメージの遭 いがあるので‘カの商め方にはアナログ的拡圃聾がある.ところが往々
動 (1)身体行為に/1.身体の織遣に由来する軍勧の要素単位がある. にして極度にカが入るかまった〈カが入ら怠いかの二分i去に伝ることが
この単位を反植する.このまとまりは.人治的に分割することはできはい ある.身体内畢が欠落している場合.ある節分には緩置にカが入札他
.また建中で分割されれば.強賓が出現する.活用可能信身体部位での の部分にはまった〈入らないことがある.(4)気づきI志向畢へのE省的問
エネルギー畳小に聾合化されている.歩行でもニ軸歩行か 軸歩行か 与であり、向感に応じて、週択肢を聞〈ために胴畳要因として関与してい
で.エネルギー 量'J、は興なる.(2)動作に!弘 こん伝暗じという触寛性向 る.これは向車を知ることではえよく.実臨的.行ゐ的反省である.(5)勉薗
I!がとも怠っている.階陸を量るさいには、こん怠感じで量れほ‘ずっと上 や床の触貫性図書買は‘柔らかい硬いだけではは仁足の曹がどの程度床
がれるといラ瞳じがt孝弘これは動作制闘の調聾要因と'"る.動作E置 を担えているか、を塵じ取るさいの指揮と括る.16)島体カ!I!と/;1:別に.思
のさいの反復の感触もここに含まれる.自宅の陪胞をいちいち何段目か 強{積壇t極揖4暗張を含む}の度合いがあり.圧射fjU&によって、暗号1.弛織の問
をて叡おえり、た平り面lまへしなのい移.行Eのa体の"堕が触おにのよずりと、'週u択6暗され闘てはいおるの.ずと気づかれ の商 を勘〈ことになる.畢17情}告、発情不態快性、滑にらかかか・わ滑らるかで怠い、自然ー不自然
無理会無理ではないは‘ 要素で、余分な恐怖畢
をあたえたり、余分な配慮をあたえたりする.
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動作3
(定8){動ラン作子のィ環ン織ヴ毘ー妙掴イ要ト素}‘は.ほとんどが観賞的伝ものであり.位置の衛
}到違点の措定1:.轄子ィ勘カ{世界と由かかわり由置
化)の岨樟化に世立つ.風景の置化率{オプ子 ルフロ )ーは、動作の
方向と直置網望に位立つ. ~化率の畢知!念、自動的右手週働制醐回路と
なる.物との惜植は糊にJjl遣するまでの連虚聞聾‘"に触れるさいの
身体体鯵回予納制困.カ畢の予矧101闘に瞳立つ.(9)自分自身の動作
のイメ ジをもち拡がら.動作t草場と動作創聞に活用する.これは綬特に
動作制御の変微をーつ唱やしていることである.
動作の記憶1
個々の動作醐躍で.少しうま〈実行できた.と感じられる場合にlふ同じ
動作の連置を衰えることができるかどうか.ことに動作を理くすることがで
きるかどうか‘軍〈した渇倉に身体向感が感じ取れるかどうか.感じ取れ
れ1:.1.2分置いて、その動作の事触を哩起してみる.向串がそれとし
て怒じ取れるまでに、健常舎で0.3紗櫨置かかる.この畢触が動作.. 1闘
の手露骨かリと怠る.盟起1:.向かを思い出すだけではなι思い出すこと
をつうじて経腫を組鎗化し.経駿の局面を変える.それによってその桂瞳
を配tIにi1:もやすくする.理起とI志向面化の働きである.記憶されたもの
と想起されたものが同じであることは.ありえないことである..置とは.
この吻合・き温みまでの場所の総得の働きのことである.1陸自信とはこの
渇合、陣聞を酬〈幽きのことである.
健:11:成人の場合.過去の副作の感触が残っていることが.過である.ま
た陣審後の動作のE慢のうちうま〈動作できないことの『畢触の但憧ム
飢餓られがる巨可介能だ性っにた付こときの値rわ畢れ憎てのい配る憧OJのように、つねに余分右手記憶に妨
It 
室聞の記憶
場所と位置のE健{ランデイング・サイトのE偉)は移動勘作にとって軍
要である.空間的鍋恨の留畑的指定は.通常健常者では自己と世界の
かかわりの行為を組織化する.このかかわりの行翁が怠んらか由理由で
硲成されていむい鳩舎には‘『ランディングサイト聾失IIJ(人見直理)と
怠る.成人後車者では、『わかつてはいるが、でき広いJ状週露である.
位置の配憧というとき何を想起しているのか.空間的な塵領の位置の
盟起であれ1:.相対的伝指標を盟起しているだけである.その位置から
見える思量の理起であれば、飽知的パ スペクティヴを理起しているだ
けである.且費の1m‘且量目轄り行曹の盟起であれば、身体格動感lζ
遭勘させることができる.眼前の特定の位置箔定行為の哩融であれば
物や雀界とのかかわりの想起である.
動作の疾患
勘作の管業11ま.筋断裂の織舎でも、阻繍悔の渇舎でも、身体向畢の欠
革が量夫要因だと思われる.晶体師位をそれとして串じ取るZとができな
い.感じ取ろうとしても感じられはい、感じるということがどうすることはの
かが分からない.綜彊が鎗〈はり畢じるということが作動しはい.思じられ
るところだけを無理に活用すると.セラピストからただちに違憲を畳ける.
分自しでは.ご<-81の身体向径の残るところを活用すると力学的伝振り
回しになるだけである.1面復車の場合.身体向畢の再形成1:.少なくても
5、6年単位の理置であり.必要伝勧作目務成に割り当てられる3か月.
半年という治飯島単位とlまオーダーが異伝っている.セラピストから伺が起
ぎているのか.伺が必要であるのか聞かされれば理解はできるが.それ
がどうする寧なのかが分から怠い.
またこれらは記憶の欠落で!手伝い.感覚そのものの欠鍋1ふ二次的に多
〈の臨圃を残す.動作剛織を行い‘向惑の欠落があると.容易にl左記憶
に落色ない.lII!日もその聖日も‘またーから聞輔の開始である.どこの局
薗でletlに落ち始めるかi率、いつもE実行値観である.
動作の記憶2
勘作を行うさいに.過去の動作を忽起するように但してみる.二のとき阿
が懲起されているかが、間姐と怒る.昨日の動作の渇語を思い起こして〈
ださいと富って、想起してもらうとき、何が想起されているのか.思い起こ
すさいに、何を思い起二しているのか聞〈ニとも必軍である.
昨日の勘作の像であれば.イメージの盟起と岡じで.動作の制醐変般を
婚は適やEしてaい，康る被だがけ必に裏伝でるあ.(る知.買)の過集中華解除する効累を伴う.動作に
勘作の感触{にこなんるなl感l置引動を幅想の起Iし強て.いるさいには.田豊董磁をさらに形成
していること . 遭択腹の担分化.
勘作にとも本う賠彊軍がおのずと理起されている場合には、車I1解除が
必要と4よる.この場合.愈搬は既暗弛緩のラインに多〈由段階を作り、時
強{集中置)を一つ申掴畳夜散として活用する滑所である.
